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放射能測定のための線源には，天然同位体組成の酸化ルテチウム C76Lu 2.59%) および，川Lu濃縮
同位体 C76Lu71. 6%) の酸化物を使用した。放射能測定には，低レベル放射能測定のため特に配慮し
て設計された NaI (Tl)検出器，大容量の Ge(Li) 検出器及び高性能の低エネルギ-y線用 Ge (Li) 検
出器を用いた。
半減期測定には系統的誤差の最も少ないと考えられるサム・コインシデンス法を採用した。天然試
料および濃縮同位体試料の測定結果は誤差の範囲内で一致し，半減期として (3.79土 0.03)X 10 10 年を
得た。この際検出された 401. 1 :1: 0.2keV の未知の Y線が， 176Hf の 8gt-+ 6{ Y転移によるものであるこ
とを 2 個の NaI (Tl)検出器による同時計数測定および Hf の偶ー偶同位体の回転準位の systematics か
ら明らかにした。これにより 176Lu は β-壊変によって 176Hf の 6{ 回転準位に転移するばかりでなく，
176Hf の 8{ 回転準位にも転移することが証明され，その分岐比として 0.0030土 0.0003 を与えた。
176Lu における EC 壊変を検出する試みは，高性能 Ge (Li) 検出器を用いて行なわれたが，長時間測
定によって得られた yスベクトル中には， 176Lu の EC 壊変に期待される 82.1keV y線( 176Yb における
2{→O{転移)および 82.1keVγ線の内部転換に伴なう Yb の KX 線を検出することは出来ず， EC 壊
変の存在は実験的に否定された。今回の測定で得られた EC/β一比の上限は 0.0008 で，これ迄の測定
値 EC/β一孟 0.03 を大巾に書きかえたものである。
以上の結果から 176Lu の壊変様式を確立することができた。















長寿命ゆえ放射能が少いので濃縮同位体試料を用い，低パックグラウンドの NaI (Tl)および Ge(Li)
検出器を使用し，またデータ処理に工夫をこらしている。
先づ半減期として (3.79圭 0.03) X 10 10 年をえたが，これは従来の値に比べて十分信頼のおけるもの
である。
次に β壊変による娘核種 176Hf の8+→6+の転移による y線を見出すことによって 176Hf の準位とし
て新たに 8+ を追加した。これは最近独立に発表された外国の 2 グループの実験結果とよく一致するも
のである。
176Lu は β一壊変の他に EC による壊変を含む若干の可能性があり，従来の研究では EC/β一孟 0.03
とされていたが，本実験で EC/β<0.0008 が与えられた。これにより EC の可能性は一段と否定的
になった。
これを要するに小村君の研究は可能な限り慎重な実験によって 176Lu の壊変を検討し，有用なデータ
を与えたもので，放射化学ならびに地球化学に貢献する所あり，多数の放射化学に関する参考論文も
合せ考えて理学博士の学位論文として十分に価値あるものと認められる。
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